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ラーゼと 3種の細胞外基質結合タンパク質 (SBP) が存在することを明らにした。4種
のマルチドメインセルラーゼは、セルロース分解活性が認められた 160kDa 以上の
SDS-PAGE による電気泳動のバンドと対応し、既に特性が明らかになっている CelA、




















菌内発現ベクタ  ー pET-28b(+)、ペリプラズム空間発現ベクターpET-27b(+)、低温発現
ベクタ  ー pColdIを用い、6種のマルチドメインセルラーゼ (CelA、CelB、Cel9B/Man5A、
CelD、CelE、CelF) および 4種の SBP (SBP44、SBP50、SBP56、SBP60) を発現する遺
伝子を組み込んだ発現プラスミドを作製した。タンパク質の発現を確認した結果、






果、22-25mg/mLのSBPが得られた。C. bescii分泌総タンパク質濃度 (150-200μg/mL) と
比較すると目的タンパク質は 100 倍濃度に濃縮でき、SBP44、SBP50、SBP56 の大量
発現法を確立した。これらのタンパク質の基質結合特異性を評価したところ、SBP44
はキシラン、チモシー、リン酸膨潤化セルロース (PASC) の順に、SBP50 は PASC、
チモシー、キシランの順に、SBP56はキシラン、PASC、チモシーの順に高いタンパク
質結合量を示した。このことにより、SBPごとに基質結合特異性が異なることが示さ
れ、特にキシランへの結合量が他の基質に比べ高いことを明らかにした。第 2章にお
いて粗酵素液は高いキシラナーゼ活性を示したことから、加水分解活性を持たない
SBPがキシランへ選択的に結合し、マルチドメインセルラーゼによる加水分解を補助
することで高い酵素活性を発揮することが推察された。 
本研究では、高い酵素活性を有するC. bescii分泌タンパク質の酵素糖化機能の一
端が解明された。しかし、マルチドメインセルラーゼのクローニングと大量発現は技
術的に困難であり、今後の課題として残された。 
 
